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1 小松和彦「日本怪談史のために」『國文學 解釈と教材の研究』52 巻 11 号、學燈社、2
007年 9月、8―9頁。 











しかし、日露戦争後の 1908 年に平井金三(1859―1916 年)3などによって「幽霊
研究会」が設立された時期になると、怪異を引き起こす心霊や幽霊などをも、真
剣に学問の対象にしようとする気運が社会に充満していた。その例の一つが本論







                                                                                                                                            
れた。中国視察中の 1919 年 6 月 6 日大連で死去。62 歳。越後(新潟県)出身。名は襲常。
著作に『真理金針』『仏教活論』など。ジャパンナレッジの『日本人名大辞典』『国史大
辞典』を参照(http://japanknowledge.com/lib/display/?lid=30010zz036370 最終閲覧






井金三と日本のユニテリアニズム」『舞鶴工業高等専門学校紀要』40 号、2005年 3月。 
4 「ブルーアム卿 Lord Henry Peter Brougham (1778―1868 年)政治家・法律家。『エディ
ンバラ・レヴュー』(中略)創刊者の一人で、著述も行った」(『漱石全集 第 14 巻』岩































                                                                                                                                            




























                                                                                                                                            
7 諏訪春雄、前掲書、134―136頁。 



























                                                                                                                                            
10 池田彌三郎『日本の幽霊』中央公論新社、1974 年。 
11 諏訪春雄『日本の幽霊』岩波書店、1988 年。 
12 須永朝彦『日本幻想文学史』平凡社、2007年。 






































































































































事件(1886 年)を背景にして描かれた『船幽霊 噂の高潮』(1886 年)までは残存
                                                                                                                                            
19 日露戦争の戦死者数は、『国史大辞典』には約 8 万 4 千人、桑田悦、前原透編著『日本
の戦争―図解とデータ』(原書房、1982 年)によると約 11 万 8 千人と記されている。ロシ
ア側の戦死者数が約 2 万 5 千と推定されることを考えると、日本は戦争には勝ったとし
ても敗戦国のロシアよりも莫大な死傷者を残したと言える。 
20 1904 年と 1905 年は紙面が日露戦争一色となるため、1903 年と比べると怪異記事は明




























し、閔氏一族を中心とする守旧派と対立した。金玉均は 1882 年 2 月から 7 月まで、徐光
範とともにはじめて訪日し、福沢諭吉らの協力を得て慶応義塾や戸山士官学校に留学生





玉均ら 9 名だけが生存して、日本またはアメリカに亡命した。日本に亡命した金玉均は 9
4 年 3 月 28 日に、上海の日本旅館東和洋行で洪鐘宇に四十四歳で暗殺されるまで日本で
十年間亡命生活を送った。ジャパンナレッジ版の『国史大辞典』を参照(http://japankn
owledge.com/lib/display/?lid=30010zz143680 最終閲覧日 2015 年 12月 2 日)。 






































第 4節 各章の概要 
 
                                                                                                                                            

















































































































































































































                                                                                                                                            


























                                                                                                                                            
26 作者は残寿、上下 2巻 2冊、仮名草子、別書名『祐天和尚勧化死霊解脱物語』。 
27 作者は椋梨一雪、全 18巻、随筆。 
28 鳥越文蔵他編『日本伝記伝説大事典』角川書店、1986 年、242頁。 
29 堤邦彦「『死霊解脱物語聞書』の世界」『江戸の怪異譚』ぺりかん社、2004 年、36―37
頁。 
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な む あ み だ ぶ つ
と唱ふる声の内に、四方









日 2015年 12月 2日)。 
38 高田衛編、前掲書、1992年、421頁。 



















































                                                                                                                                            
42 高田衛編、前掲書、384頁。 
43 高田衛編、前掲書、373頁。 



















































だ て く ら べ お く に か ぶ き
』は、伊達騒動47の筋に累伝説を組み合わせ、複雑な構成に













戸作者浄瑠璃集 新日本古典文学大系 94』を参考にした。 
『伊達競阿国戯場』は、累が夫のために身売りをしようとするエピソードがあ
るため、通称「身売りの累」として知られている。この作品は歌舞伎・浄瑠璃に











































                                                                                                                                            
48 阿部さとみ「「累もの」の系譜―趣向の変遷」『演劇創造』27 号、日本大学芸術学部演
劇学科、1998年 3月、38頁。 




















































































































































                                                                                                                                            












































































                                                                                                                                            



































































                                                                                                                                            
58 中村幸彦『中村幸彦著述集 第 5 巻』中央公論社、1982年。 
59 柴田美都枝『読本の世界 江戸と上方』世界思想社、1985年。 
60 大高洋司編『曲亭馬琴作 新累解脱物語』和泉書院、1985年。 



























































                                                                                                                                            



















































































































                                                                                                                                            

























初高座にかけた噺68を核として、後に 1887 年 9 月から翌年 1 月まで『やまと新
聞』で連載した速記本があり、現在一般に読まれているのは、『やまと新聞』に
連載されたものを単行本にした 1888 年 5 月薫志堂刊行の『真景累ヶ淵』である































                                                                                                                                            




































                                                                                                                                            
72 延広真治の校注によると、ここの御光とは「尊さの喩え。仏の背からの光明なので
「後光」が正しいが新吉の気持を反映した表記」とされる。延広真治校注『落語怪談咄






















                                                                                                                                            




































                                                                                                                                            
78 三遊亭円朝『真景累ヶ淵』岩波書店、1956年、82頁。 

























































































                                                                                                                                            
82 三遊亭円朝、前掲書、9―10 頁。 



































牡丹燈』試論」『稿本近代文学』14 号、筑波大学、1990 年。 



































                                                                                                                                            
86 度会好一『明治の精神異説―神経病・神経衰弱・神がかり』岩波書店、2003 年、97―9
8 頁。 

































































































































































第 1節 はじめに 
 
 「対髑髏」は、お妙という女性の哀切な運命を幽霊譚の形式を通して表した作
















                                                                                                                                            
93 「対髑髏」の本文及び後書は何度も改稿されている。本稿では 1890 年という時点の完
成版として 1890年 6月春陽堂刊行の『葉末集』所収の「対髑髏」を分析の対象とする。 
改稿された本文と各版の異同については、中村仁美「幸田露伴「縁外縁/対髑髏」諸本間
における異同<資料>」(『文月』5巻、文月刊行会、2000年)を参照。 
94 登尾豊「「対髑髏」論」『文学』44巻 8号、岩波書店、1976年。 





























                                                                                                                                            
























































































                                                                                                                                            
100 幸田露伴著、登尾豊、関谷博、中野三敏、肥田晧三校注『幸田露伴集 新日本古典文
学大系明治編 22』岩波書店、2002年、285―287 頁。 


























                                                                                                                                            
102 秦重雄「明治の文学作品に描かれたハンセン病者」『部落問題研究』172 号、部落問題
研究所、2005年、229 頁。 






















































                                                                                                                                            
104 ハンセン病問題に関する検証会議「第二 1907 年の「癩予防ニ関スル件」」『ハンセン
病問題に関する検証会議 最終報告書』財団法人日弁連法務研究財団、2005 年 3 月、38
頁。 
105 ハンセン病問題に関する検証会議、前掲書、47 頁。 





























                                                                                                                                            





















































































                                                                                                                                            
109 幸田露伴著、登尾豊、関谷博、中野三敏、肥田晧三校注、前掲書、252 頁。 
110 幸田露伴著、登尾豊、関谷博、中野三敏、肥田晧三校注、前掲書、252 頁。 
111 「世の中をいとふまでこそかたからめかりの宿りを惜しむきみかな」峯村文人校注・




























































                                                                                                                                            
116 小田幸子「小野小町変貌―説話から能へ」『日本文学誌要』84 号、法政大学国文学
会、2011 年、21頁。 
117 湯浅佳子「小野小町伝説の一系譜―病める小町の話」『東京学芸大学紀要』第 2 部門人



























浅が取り上げている作品中 3 作品(『江戸小町』(1893 年)、『小野小町貞女鑑』(1
                                                                                                                                            
118 湯浅佳子、前掲書、300頁。 
72 


























                                                                                                                                            
119 勝又基「小野小町は貞女か―近世前期叢伝に見る小町像」『国文学 解釈と鑑賞』70



























































                                                                                                                                            
122 幸田露伴著、登尾豊、関谷博、中野三敏、肥田晧三校注、前掲書、257 頁。 

























































































































                                                                                                                                            























































                                                                                                                                            































































                                                                                                                                            
135 井波律子、前掲書、170頁。 




















































































































文学論集』5 号、東京大学文学部国文学研究室、2010年 3月。 
141 荻原佳子「幽霊という狂気―漱石「琴のそら音」」『九州女子大学紀要』39 巻 3 号、九
州女子大学文学部人間文化学科、2003年 2 月。 
142 福井慎二「漱石『琴のそら音』論―インフルエンザの近代文学史」『河南論集』6 号、
大阪芸術大学芸術学部文芸学科研究室、2001年 3 月。 
143 宮薗美佳「夏目漱石「琴のそら音」考―「余」の見た「幽霊」のもたらしたもの」『人




























































                                                                                                                                            




























                                                                                                                                            





























                                                                                                                                            

























                                                                                                                                            
149 4 代目林屋正蔵が怪談の名手として知られているので、4 代目のことと思われる。4 代
目は、はじめ歌舞伎俳優で、1851 年頃 2 代目林屋正蔵の門人となり、4 代目林屋正蔵を
襲名した。本名も芸名と同じく林屋正蔵である。最晩年には正翁を名乗った。怪談噺を
得意とし、麻布我善坊に住んだことから「我善坊の正蔵」とも呼ばれた。小学館編『日




















家、ヘンリー・ブローアム男爵(Henry Brougham, 1st Baron Brougham and Vaux,
 1778―1868 年)のことである150。自伝の 1799 年 12 月 19 日項は、「幽霊話(A Gho
st Story)」と題されている。内容はつぎのとおりである。こども時代・大学時
                                                                                                                                            
150 ヘンリー・ブローアムの伝記と業績については、Project Gutenberg に所収された Joh
n William Cousin, A Short Biographical Dictionary of English Literature (1911
年)を参照(http://www.gutenberg.org/files/13240/13240-h/13240-h.html 最終閲覧日
2015 年 11 月 22 日)。ブローアムの幽霊経験については、“Mysterious Britain and Irel
and”の“Lord Brougham’s Experience” (http://www.mysteriousbritain.co.uk/haun
tings/lord-brougham%E2%80%99s-experience.html 最終閲覧日 2015 年 11 月 15 日)から
情報を得た。The Life and Times of Henry Lord Brougham は、Internet Archive で確








年 12 月 19 日に、友人がインドで死去したことを知ったという(1862 年 10 月 16
日の後日追記)。後日記でブローアムは、怪奇現象や奇跡と見える幽霊話にも説
明はつけられるとしている(“I believe every such seeming miracle is, like













































                                                                                                                                            














                                                                                                                                            
153 犬の遠吠えに関する俗信は日本全国に広がっている。データベースれきはく「俗信デ
ータベース(動植物編)」を参照(http://www.rekihaku.ac.jp/doc/t-db-index.html 最





154 延広真治「三遊亭円朝『真景累ヶ淵』」(『國文学 解釈と教材の研究』37 巻 9 号、學







155 日露戦争中の重要な出来事を列記すれば、つぎのようになる。3 月 10 日奉天占領(陸
軍記念日)、4 月 8 日閣議、韓国保護権確立を決定する、4 月 22 日日露戦争の戦没者 28,9
99 柱を靖国神社に合祀する、5 月 1 日平民社でメーデー茶話会、5 月 27 日日本海海戦に





















































































































































 「琴のそら音」が発表された 1905 年 5 月の 2 ヶ月前に東京日日新聞に井上円
了の妖怪研究会関連記事が掲載される。井上円了といえば、仏教の近代化を提唱
                                                                                                                                            


























                                                                                                                                            
162 湯本豪一『明治期怪異妖怪記事資料集成』国書刊行会、2009 年、482頁。 
163 1905 年の時点でも、戦死者の写真から血が出る(『神戸新聞』3 月 19日)という話や、
日本海海戦を予言した老人の話(『新愛知新聞』6 月 2 日)が見られるが、その露出頻度に
おいて 1906 年のものとは比較にならない。1906 年からは日露戦争を表象するかのような


























                                                                                                                                            
164 三島由紀夫「雨月物語について」『決定版 三島由紀夫全集 第 27 巻』新潮社、2003
年、211頁。 
165 東北大学漱石文庫データベースを参照(http://dbr.library.tohoku.ac.jp/infolib/me
ta_pub/CsvSearch.cgi 最終閲覧日 2015年 12月 3日)。 





























                                                                                                                                            



























                                                                                                                                            



























































































































                                                                                                                                            























                                                                                                                                            
177 駒尺喜美「漱石における厭戦文学―「趣味の遺伝」」『日本文学』21 巻 6 号、日本文学
協会、1972年 6 月。 
178 大岡昇平「漱石と国家意識―「趣味の遺伝」をめぐって」『世界』326 号、岩波書店、


































1564―1616 年)の『マクベス』(Macbeth、推定 1599―1606 年)の 2 幕 3 場であ



















































































































































































                                                                                                                                            


































                                                                                                                                            
187 夏目漱石『漱石全集 第 2 巻』岩波書店、1994年、217頁。「妖婆、毒婦、兇漢」はそ
れぞれ、マクベスに王となる未来を予言する三人の魔女、夫を弑虐に駆り立てるマクベ
















































































                                                                                                                                            
190 ゴア・ヴァービンスキー(Gore Verbinski)は、カリビアンシリーズを監督する前に、J
ホラーの代表作である『リング』(中田秀夫監督、1997 年)のハリウッドリメイク版






































































                                                                                                                                            
196 花部英雄「船幽霊の型」小松和彦編『怪異の民俗学 2 妖怪』河出書房、2000年。 


































                                                                                                                                            


























                                                                                                                                            
199  『宝物集』で取り上げられている船幽霊関係の記述については、花部英雄「船幽霊の
















































































                                                                                                                                            





























                                                                                                                                            
















第 3節 ノルマントン号事件と船幽霊 
 
 本節では船幽霊が、西洋との不平等条約下におかれていた時期の日本の国家意
識と結び付けられた例として、ノルマントン号事件(1886 年 10 月)が引き起こし
た国家的憤懣を、船幽霊物語の形式を用いて表現した柑舟漁夫『船幽霊 噂の高
潮』(1886年 11月)をとりあげる。 
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ト号一切ノルマイ














                                                                                                                                            
207 柑舟漁夫『船幽霊 噂の高潮』開成堂、1886年、3―6頁。 



























                                                                                                                                            
209 事件直後流行になった「ノルマントン号沈没の歌」には「外国船の 情けなや 残忍
非道の 船長は 名さえ卑怯の 奴隷鬼は 人の哀れを 外に見て」という歌詞があ
る。 



























                                                                                                                                            
211 なお、作品中で言及される「日本の海軍士官」の沈没後の動向については、この作品
の「船将」は「自分は知り申さず」(32)としている。 





























                                                                                                                                            
213 柑舟漁夫、前掲書、62頁。 




















第 4節 日露戦争と船幽霊 
 
 本節では明治期の新聞における船幽霊関連記事を通して、船幽霊が特に日露戦





































































                                                                                                                                            
218 「北の方に向つて消え此事一再にして止まらざりし。」湯本豪一編、前掲書、505 頁。 
219 湯本豪一編、前掲書、506頁。 


























































                                                                                                                                            


























                                                                                                                                            










第 5節 帝国の武器としての船幽霊 
 


















































                                                                                                                                            





























                                                                                                                                            




























                                                                                                                                            























































































                                                                                                                                            
227 高山怨緑、前掲書、81―85 頁。 

























                                                                                                                                            

































                                                                                                                                            
231 岩本憲児『幻燈の世紀 映画前夜の視覚文化史』森話社、2002 年、9 頁、および谷口
基『怪談異譚―怨念の近代』水声社、2009 年、184頁。 


























み取ることが可能なのだ235。    
 
                                                                                                                                            
233 高山怨緑、前掲書、92頁。 
234 谷口基、前掲書、183 頁。 























































                                                                                                                                            
236 『朝鮮新報』1908 年 6 月 11 日「清栄楼の幽霊」、『朝鮮新聞』1908 年 12 月 25 日「白
毛八尾の狐」など。 
237 『東洋日の出新聞』1908 年 12 月 28 日「白毛八尾の狐」、『名古屋新聞』1908 年 12 月
28 日「白毛八尾の狐」など。 
238 『伊勢新聞』1910年 9月 4 日「怖しい朝鮮怪談」、『山形新聞』1910年 9月 5日「朝鮮
の怪談」、『朝鮮新聞』1910 年 9 月 28 日～10 月 5 日「朝鮮奇聞」シリーズ、『北国新聞』


























































































                                                                                                                                            
241 이희환「동아시아에 떠도는 김옥균 서사―김옥균 연구의 서설」『한국문화』 서울대






































                                                                                                                                            























것과 한국 근대사의 굴절된 이면들』푸른역사、2005 년、p.310。(日本語訳：ゴン・イ
ムスン『植民地の赤子たち―朝鮮的なものと韓国近代史の屈折された裏面たち』青い歴
史、2005 年、310頁。) 
246 김영수「갑오농민군과 흥선대원군의 정치적 관계에 대한 연구―이병휘, 전봉준 공
초에 대한 분석을 중심으로」『한국사회과학』19 권 3 호、서울대학교 사회과학연구원、
1997 년。(日本語訳：キム・ヨンス「甲午農民軍と興宣大院君の政治的な関係についての
研究―李秉輝、全琫準の供招に対する分析を中心に」『韓国社会科学』19 巻 3 号、ソウル
大学校社会科学研究院、1997 年。) 























































































                                                                                                                                            
248 黒龍会編『東亜先覚志士記伝 下巻』黒龍会出版部、1936年、133 頁。 




























                                                                                                                                            
251 『人ありて―頭山満と玄洋社』によると、金玉均と頭山満が初めて出会ったのは、188































                                                                                                                                            
252 吉田俊男『天下之怪傑頭山満』成功雑誌社、1912年、141―143 頁。 
161 
られた『快傑伝 第 3 巻』の「頭山満の幽霊問答」には以前と異なる金玉均のイ
メージが投影されている。 
政治講談師の伊藤痴遊(1867―1938 年)が編集して 1914 年東亜堂書房から刊行























                                                                                                                                            
253 イギリスでの拉致事件の後、刺客から身を隠すために日本へ移って来た孫文が高島田
髷をした幽霊が出るという噂の宿で美女の幽霊に会ったという話。  



















































(1851―1895 年)は、朝鮮の第 26 代王高宗の正妃であり、朝鮮最後の王純








                                                                                                                                            





えば、『時事新報』1894 年 7 月 15 日に記載されている「朝鮮王妃は如何なる人
ぞ」が代表的である。 
 


















世子義和君」とは、1891 年(この記事の 3 年前)に「義和君」に封じられた李堈(1
                                                                                                                                            
257 서민교「일본에서의 명성황후 시해사건에 대한 연구와 과제」『사총』59 권、 역사
학연구회、2004 년。(日本語訳：ソ・ミンギョ「日本における明成皇后弑逆事件について
の研究と課題」『史叢』59巻、歴史学研究会、2004年。) 






































た。閔妃殺害の乙未事変の翌年である 1896 年 3 月 11 日の『読売新聞』に以下の
ような短い記事が載っている。 
 


















                                                                                                                                            





























                                                                                                                                            
261 明治文献資料刊行会編『国民之友(復刻版)』287号、民友社、1896年 3月、53 頁。 















鮮の怪談らしくみえるものを選ぶとすれば、つぎの『万朝報』1907 年 7 月 18 日
の記事である。 
 








































































                                                                                                                                            
















   閔妃の陵に柳ぞ青き 
 人無き昼を烏鳴き過ぎて 


























   玉壺楼下に注ぎし血汐の 
                                                                                                                                            




っている(http://book.asahi.com/clip/TKY201008140129.html 最終閲覧日 2015 年 11











   摘まんとすれば黒き小蛇ぞ 
 そもそも墓に穴や通へる 




















                                                                                                                                            
269 小杉放庵『陳中詩編』嵩山房、1904年、53―55 頁。 




























                                                                                                                                            
新聞として双璧をなすものになった。1936 年朝鮮共産党日本総局が創刊した在日朝鮮人
向けの『朝鮮新聞』とは区別される。『朝鮮日報』2010 年 6 月 30 日のコラムであるジョ
ン・ジンソクの「日本語『朝鮮新聞』の奇形的な成長」を参照した(http://news.chosu






1908 年 12 月 26 日の『東洋日の出新聞272』には「白毛八尾の狐 美人と化て行人













                                                                                                                                            
271 湯本豪一編、前掲書、695―696 頁。 





聞社、2001 年、78 頁、128 頁とジャパンナレッジの鈴木天眼項目を参照(http://japankn
owledge.com/lib/display/?kw=%E6%9D%B1%E6%B4%8B%E6%97%A5%E3%81%AE%E5%87%BA%E6%9
6%B0%E8%81%9E&lid=5011062010750 最終閲覧日 2015年 11 月 27日)。 
273 櫛田神社に玄洋社の藤勝顕が 1895 年に「之れ韓王妃を斬つて爾後埋木となつたものな
り」と奉納した肥前刀の鞘に「一瞬電光刺老狐 夢庵勤議」と刻まれていることから、
閔妃を「女狐」と呼び、閔妃殺害を「狐狩り」という作戦名で呼んでいたと推定されて
いる。2010 年 3 月 26 日『東亜日報』の記事を参照(http://news.donga.com/3/all/20100
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第 4章 近代日本の船幽霊―鬱憤の表象から帝国の武器へ 
書き下ろし。 
 
第 5章 近代日本における朝鮮関連怪談―金玉均と閔妃の幽霊譚を中心に 
書き下ろし。 
